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Ⅰ．環 境 方 針

＜環境保全への行動指針＞

　株式会社M.O.Cは、廃油の再生と産業廃棄物収集運搬を通じて、地球環境保全への貢献を
行っています。その事業の中で、法規制や業界基準、当社に期待いただく皆様の要求を守る
ことと、業務や仕組みを通じて成果を上げるための継続的な改善を通じて、お客様と未来の
子供たち、そして母なる地球に喜ばれるよう努めます。

３．事業活動から発生する以下の環境負荷の低減に努めます。

７．環境への取り組みを環境活動レポートとしてまとめ公表します。

株式会社M.O.C　代表取締役　加藤治平

４．環境に配慮した物品の優先購入に努めます。

２．事業活動に関連する法令・条例・その他、地域との取決め事項等を遵守し、
　　自然環境や資源の保護に努めます。

１．環境保全に積極的に取組むためEA21マネジメントシステムを構築して、
　　継続的改善に努めます。

②受託した廃棄物や事業活動から発生する廃棄物の削減とリサイクル推進

６．業務の効率化や環境に優しい車輌への入替え等により、環境負荷の低減と
　　事業の成長を目指します。

③節水活動等による水資源使用量の節減

環 境 方 針

＜環境理念＞

改定日：2022年5月10日

①ガソリン・軽油・重油・電力等の節減による、二酸化炭素排出量の削減

５．環境に配慮した廃棄物の処理を推進し、可能な限り再資源化に取組むこと
　　で顧客ニーズに応えます。

制定日：2017年8月21日
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Ⅱ．登録事業所の概要
（１） 事業所名及び代表者名

株式会社M.O.C
代表取締役　加藤治平

（２） 所在地
本社：愛知県名古屋市中村区高道町6丁目11番6号
新富工場：愛知県名古屋市中村区新富町4丁目63番
トレーラーハウス駐車場：愛知県名古屋市中村区新富町4-60
ダンパー駐車場：愛知県名古屋市中村区新富町4‐45‐1
ローリー・貨物駐車場：愛知県名古屋市猪之越町2‐117

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　犬飼　昌樹　　TEL：052-471-7928

（４） 事業内容（認証・登録の範囲）
リサイクル重油の精製並びに販売
産業廃棄物の収集・運搬及び処分(中間処理)業務
特別管理産業廃棄物の収集・運搬及び処分(中間処理)業務

（５） 事業の規模
法人設立年月日 2003年6月4日
資本金 2,000万円
事業年度 9～8月
売上高 9億1千万
床面積 本社　60㎡ 新富工場　660㎡
従業員数 53名 ※2024年3月6日現在

（６） 組織図

全組織・全活動についてEA-21の対象範囲にしています。

全体評価に対する見直し承認
環境方針の制定
環境活動に必要な資源の確保
環境経営全般に関する統括責任
環境方針の従業員への周知
環境法令遵守の責任
環境管理システムの評価及び対策検討
環境管理システムの構築
エコアクション21文書類の承認
教育・訓練の実施
全体評価に対する見直し
環境管理システムの構築補佐、文書化
環境管理システムのデータ収集
環境負荷・取組の自己チェック評価
環境方針の理解、環境活動の取組
環境法令遵守
教育・訓練の受講

役割、責任、権限

エコアクション21推進事務局

全従業員

職名

代表取締役

環境管理責任者
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（７） 許可の内容

産業廃棄物収集運搬業許可
許可番号 許可年月日 有効年月日

富山県 第01603104956号 令和3年4月11日 令和10年4月10日

石川県 第01701104956号 令和3年5月24日 令和10年5月12日

福井県 第1807104956号 令和1年5月24日 令和8年4月27日

長野県 第2009104956号 平成30年11月13日 令和7年11月12日

岐阜県 第02100104956号 令和5年8月25日 令和12年8月24日

静岡県 第02201104956号 令和3年12月22日 令和10年12月21日

愛知県 第02300104956号 平成30年9月10日 令和7年8月24日

三重県 第02400104956号 平成30年9月28日 令和7年8月14日

滋賀県 第02501104956号 令和1年9月26日 令和8年9月7日

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可
許可番号 許可年月日 有効年月日

富山県 第01653104956号 令和3年10月28日 令和10年10月27日

石川県 第01751104956号 令和3年11月1日 令和10年10月31日

福井県 第1857104956号 令和2年7月27日 令和9年7月26日

長野県 第2059104956号 令和2年8月18日 令和9年8月17日

岐阜県 第02150104956号 令和5年8月25日 令和12年8月24日

静岡県 第02251104956号 令和3年12月22日 令和10年12月21日

愛知県 第02350104956号 平成27年9月18日 令和7年9月17日

三重県 第02400104956号 平成30年9月28日 令和7年9月10日

滋賀県 第02551104956号 令和2年7月2日 令和9年7月1日

産業廃棄物処理業
許可番号 許可年月日 有効年月日

名古屋市 第06420104956号 平成31年2月1日 令和8年1月31日

特別管理産業廃棄物処理業
許可番号 許可年月日 有効年月日

名古屋市 第06470104956号 平成31年4月1日 令和8年3月31日

（８） 施設等の状況

処理施設の種類
処理施設の種類 処理方式 処理能力

廃油，廃酸，廃アルカリ

廃油（中間処理、油水分離）

引火性廃油(中間処理、油水分離）

廃油，廃酸，廃アルカリ

50㎥/日

許可の範囲

許可の範囲

油水分離廃油

50㎥/日油水分離

処理する産業廃棄物の種類

産業廃棄物

中間処理施設

中間処理施設

廃油，廃酸，廃アルカリ

引火性廃油
特別管理
産業廃棄物

廃油，廃酸，廃アルカリ

汚泥，廃油，廃アルカリ，廃プラスチック，金属くず

汚泥，廃油，廃アルカリ，廃プラスチック，金属くず

汚泥，廃油，廃アルカリ，廃プラスチック，金属くず

廃油，廃酸，廃アルカリ

汚泥，廃油，廃アルカリ，廃プラスチック，金属くず、木く
ず，ガラスくず，コンクリートくず，陶磁器くず

廃油，廃酸，廃アルカリ

廃油，廃酸，廃アルカリ

許可の範囲

汚泥，廃油，廃アルカリ，廃プラスチック，金属くず

汚泥，廃油，廃アルカリ，廃プラスチック，金属くず、木く
ず，ガラスくず，コンクリートくず，陶磁器くず

廃油，廃酸，廃アルカリ

廃油，廃酸，廃アルカリ

汚泥，廃油，廃アルカリ，廃プラスチック，金属くず

許可の範囲

汚泥，廃油，廃アルカリ，廃プラスチック，金属くず、木く
ず，ガラスくず，コンクリートくず，陶磁器くず

汚泥，廃油，廃アルカリ，廃プラスチック，金属くず
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運搬車両の種類
車番 車体の形状 主な用途 最大積載量(kg)
1160 タンク車 廃油 3,340
9063 タンク車 廃油 3,340
471 タンク車 廃油 3,340

1352 タンク車 廃油 3,490
1611 タンク車 廃油 3,490
1879 タンク車 廃油・廃水 3,490
2396 タンク車 廃油 3,490
2395 タンク車 廃油 3,490
2394 タンク車 廃油 3,490
5972 タンク車 LLC 3,490
6131 タンク車 廃水 3,490
714 タンク車 廃油 3,490

2470 タンク車 廃油 4,560
3738 タンク車 廃油 4,740
1618 タンク車 廃油・廃水 5,320
1962 タンク車 廃油 5,320
1575 タンク車 大型廃水 9,880
3833 タンク車 廃油 4,740
6536 清掃車 ダンパー 2,470
8257 清掃車 ダンパー 2,700
9900 清掃車 ダンパー 3,200

40 清掃車 ダンパー 3,200
2453 清掃車 大型ダンパー 5,470
6307 キャブオーバ 貨物 2,700
4043 清掃車 ダンパー 3,600
7957 キャブオーバ 貨物 2,000
6129 キャブオーバ 貨物 5,800
4558 タンク車 廃油 4,740

受託した産業廃棄物の処理実績

2021年度 2022年度

中間処理後の
産業廃棄物 廃油等（中間処理後の残渣） 418 426

処理工程図 ※点線内は当社実施範囲

※遠心分離装置を用いた油水分

　離を実施している。

製品（売却）

産業廃棄物外部処理

販売先

4,381

115

11,045

32

廃油、汚泥、廃酸、廃アルカリ、廃
プラ、ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器・木く
ず等

引火性廃油

特別管理産業廃棄物

最終処分場

3,953

10,750

5932

最終処分場

特別管理産業廃棄物
廃油

排出事業者

引火性廃油

自社収集運搬

中間処理

中間処理施設

処理方法

産業廃棄物

処理量(t)
廃棄物等種類

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ
廃プラスチック類、金属くず
木くず、コンクリートくず等

産業廃棄物

収集運搬

自社中間処理施設(油水分離)
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Ⅲ．環境目標及びその実績
対象期間：2022年9月～2023年8月

（基準）
2019年度実績

（目標） （実績）

kg-CO2 770,387 740,000 741,351

A4用紙（枚） 75,000 71,500 87,500

A3用紙（枚） 1,500 3,000 3,000

※化学物質使用量は試薬として使用する量が決まっており、自らの判断で削減することができないため環境目標の策

　定は行わず、適正に施錠管理していることを確認する。

※電力の温室効果ガス排出量の算定は中部電力の平成28年度実績(調整後排出係数0.480Kg-CO2/kWh)を使用

1,620

ℓ

コピー用紙使用量の削減

双

一般廃棄物の削減

ℓ

ガソリンの削減 15,200 19,010

117,234

168,000 167,533

116,900

2022年9月～2023年8月
　　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

ℓ

電力の削減

2,818

942

ℓ

軽油の削減 171,785

15,720

kWh 116,384

840ゴム手袋使用量の削減

産業廃棄物の再生量 ※

重油の使用量

グリーン購入の推進

二酸化炭素排出量合計

50

85,000

75種

76,200

7,830

81,100

12,80034,110

2,600

1,139

1,440

㎥水資源使用量の削減

t

※産業廃棄物の再生量とは、排出業者から収集した廃油を再資源化した重油量

3,586

80

955
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112,000
114,000
116,000
118,000
120,000
122,000
124,000

電力消費量

160,000
165,000
170,000
175,000
180,000

軽油消費量

0
5,000

10,000
15,000
20,000

ガソリン消費量

0
10,000
20,000
30,000
40,000

一般廃棄物排出量

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

廃棄物再生量

0

500

1,000

1,500

水資源消費量

65,000
70,000
75,000
80,000
85,000
90,000
95,000

2018年度2019年度2020年度2021年度2022年度

コピー用紙消費量

0
500

1,000
1,500
2,000

ゴム手袋消費量

65,000
70,000
75,000
80,000
85,000
90,000
95,000

2018年度2019年度2020年度2021年度2022年度

重油消費量

700,000
720,000
740,000
760,000
780,000
800,000

二酸化炭素排出量
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Ⅳ．環境活動の取り組み計画と評価
対象期間：2022年9月～2023年8月

目標 116,900kWh

実績 116,384kWh

 
（ガソリン）

目標 15,200L

実績 19,010L

（軽油）
目標 168,000L

実績 167,533L

目標 2,600t
実績 3,586t

目標 955ｍ3

実績 1,139ｍ3

コピー用紙の削減 Ａ４,Ａ３用紙を
合わせた数

目標 71,500枚
実績 90,500枚

ゴム手袋使用量の削減

目標 1,440双

実績 840双

グリーン購入の推進

目標 50種
実績 80種

まだまだ電子化・ペーパーレス化が進んで
いないのが現状である。なるべくコピーを
利用しはしないように電子化を推進してい
く。

目標達成

・裏紙の再利用

水資源使用量の削減

・目標を共有し、既存・新規

目標達成

・月別実績の共有

・電子化の推進

目標未達成

目標は未達という結果となってしまった。
しかし全社員が車輛を清潔にしようと努力
している結果です。今後も車輛を常に清潔
に保って会社のイメージをもっとクリーン
に高めていく。

・リストに基づき購入

・目標と実績の共有
・ムダ遣いには声の掛け合い

・月1回の全体会議で新規獲得を

 ともに件数増加させる

 報告する

産業廃棄物の再生量確保

達成状況

・事前にお客様へ連絡

・事務所内の蛍光灯をLED化

・急発進の抑制

電力の削減

・持ち出し時における管理

目標達成

目標未達成

従来の営業部が業務部に変更し、また新営業部の
設立という組織変更に伴い、営業マンが3名の増
員となり、ハイブリッド車の購入等々試みたので
すが、増員のためにガソリンの使用料が大幅に増
えてしまった。アイドリングストップや急発進の
抑制においては引き続き継続されている。軽油に
おいては目標が達成出来ているため効率的に収集
運搬の計画ができているし、事前のお客様への連
絡が周知されている。

ガソリン 目標未達成　　軽油 目標達成

今期においてもグリーン購入は達成するこ
とができた。リストに基づき購入ができて
いる。引き続き同様に購入を推進してい
く。

今期においても目標を達成することができ
た。全体会議やスラック等々を活用し目標
を共有することができて、既存・新規のお
客様を獲得できた。

・効率的な収集運搬の計画

ガソリン・軽油使用量の削減

・アイドリングストップ

環境活動計画

・クールビズ・ウォームビズ運動

・照明の小まめな消灯

目標達成

・エアコン使用の見直し 猛暑日が続いた本年度の夏でしたが、設定温度を
28℃に設定してエアコン使用の見直しをすること
ができた。照明においてはLEDの導入また「こま
めに消す」という運動が全社員に浸透させること
ができた。クールビズやウォームビズも定着化さ
せることができ習慣化された。以上の結果より目
標を達成することができた。全社員の努力の結果
だと言える。

評価（結果と今後の方向）

全社員が無駄に持ち出さない無駄に使わな
いという習慣が定着したと思われる。引き
続き月別実績を共有し、管理者がしっかり
と管理をしていく。
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Ⅴ．中長期目標
2022年度：2022年9月～2023年8月

87,500 65,500 59,500 54,500
3,000 3,000 3,000 3,000

Ⅵ．環境関連法規制等の順守状況
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

環境関連法規等の取りまとめ表(遵守評価記録)に従い(上記)法について評価した結果全て違反事項は
ありませんでした。なお、過去3年間とも環境に関する苦情、関係当局からの指摘、訴訟等はありませ
んでした。

116,000

165,000

14,500

84,300

570,000

945

3,460

84,500 84,500

741,351 680,000 620,000

1,100

116,300

167,533 167,000 167,000

19,010 15,000 15,000ℓ

ℓ

kWh 116,384

76,200

950

12,600

116,300

2,860

㎥

工場、加熱ボイラー、各種車両

適用される法規制

廃棄物処理法

消防法

自動車Nox,PM法

大気汚染防止法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

工場、加熱ボイラー、各種車両

産業廃棄物、一般廃棄物

グリーン購入
の推進

950

種

工場

フロン排出抑制法 事務所内業務用エアコン、工場 コンプレッサー

市民の健康と安全を確保する環境の保全
等に関する条例

名古屋市産業廃棄物の適正な処理及び資
源化の促進に関する条例

各種車両

事務所、工場

コピー用紙使
用量の削減

12,200

ゴム手袋使用
量の削減

t 3,588
産業廃棄物の

再生量

840 1,380 1,200双

軽油の削減

ガソリンの
削減

二酸化炭素
排出量合計

電力の削減

一般廃棄物の
削減

7,830ℓ

重油

kg-CO2

ℓ

2023年度目標 2024年度目標 2025年度目標
　　　　　　　　　　　     　　年　度
 項　目

2022年度実績

A4用紙（枚）
A3用紙（枚）

水資源使用量
の削減

11,900

3,150

57 70

1,139

6380
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Ⅶ．代表者による全体評価と見直し結果の承認

環境経営方針の変更 ☑変更なし □変更あり
環境経営目標・計画 ☑変更なし □変更あり
実施体制 ☑変更なし □変更あり

記入日：2024年1月24日 記入者：加藤　治平

2020年1月より猛威を振るわせ続けたコロナウィルス感染症も本年度の5月初旬には第5類に移行し、コ
ロナ前の日常生活を取り戻した世の中になった。また社内においては今期は20代の若い人を3人採用す
ることができ社内も明るく若返ることができた。売上においても昨対比20アップで748百万円から910百
万円という結果が得られた。ただ、残念ながら前祐一社長が他界することとなり社員にとって悲しい1
年ともなった。詳細を見ていくと「電力の削減」「産業廃棄物の再生量確保」「ゴム手袋使用料」「グ
リーン購入の推進」「軽油量使用料の削減」においては目標達成することができた。引き続き全社員が
協力をして結果成果を作り出していく。「ガソリン使用量の削減」においては組織変更による業務部と
新営業部の増員に伴いガソリン使用料が増えてしまった。業務部と営業部で改めて目標数値を設定する
ことが必要である。「コピー用紙の削減」では電子化を進める会社が多い昨今、弊社においては電子化
が進んでいなくコピー用紙の削減が未達成となってしまった。会社全体で電子化を推進していく。「水
資源使用量の削減」においては未達成ながらも綺麗な車輛が現実に増えてきている。クリーンなイメー
ジを引き続き作り出していく。今期の環境活動全体においても達成未達成はあるものの年々少しづつで
はあるが社員全体に浸透してきている。来期も引き続き社員全員にエコアクション21を広めていき、会
社のビジョン、創業の丸和の精神で圧倒的な革新性と社会性を追及する。

変更の必要性・指示事項
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